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はじめに

　2017年に告示された幼稚園教育要領、保育所保育指針および幼保連携型認定こども園教育・保育

要領では、乳幼児期の教育及び保育における幼稚園教諭、保育士、保育教諭等の担う役割の重要性

がより一層重視され、職員の資質向上が今まで以上に求められていると言える。

　本学では、「教育は人なり」と言われるように、特に乳幼児期における子どもの健全な心身の発達

と人格形成の基礎を培うために、保育者の果たす役割の大きさを認識した上で、真に時代の要請に

応えることのできる保育者養成を目指し、教育活動に取り組んでいるところである。

　その教育活動の妥当性を自己点検・評価する一環として、３年に一度、就職先並びに卒業生に対

してアンケートを行い、その結果を進路指導委員会で集約・分析し、教授会で改善策を審議し、学

科会議等において全教職員で共有するようにしている。

　アンケート結果は、本学の教育に対する成果と課題に対する重要な示唆を提示しており、本学の

教育方針・活動等を自己点検・評価する上で、欠かせないものになっている。また、学生に対する

指導においては、就職先の学生に対する期待、卒業生の想いをキャリアアップの授業や就職・進学

に係る進路ガイダンス等においても有効活用している。

　本研究ではアンケート結果から見えてくる就職先が求める保育者像とは何か、そのために求めら

れる資質とは何かについて、卒業生からの後輩に対するアドバイスも含めて考察する。

研究方法

　本研究では2016年と2019年に卒業生の就職先である園・施設並びに卒業生に対してアンケート用
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紙（図１、２）を送付し、回答のあった就職先並びに卒業生のアンケート結果に基づき、保育者に

求められる資質とは何かを検討した。

　本研究で用いた資料は豊岡短期大学進路指導委員会でまとめ、分析した資料が基になっており、

本研究は豊岡短期大学進路指導委員会によるところが大である。

図１　「就職先アンケート（園・施設用）」（豊岡短期大学進路指導委員会作成）
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図２　「卒業生進路状況アンケート」（豊岡短期大学進路指導委員会作成）



24

豊岡短期大学論集　第18号（2021）

結　果

就職先アンケート結果について

　両年度ともに園・施設の回答率は高く、多くの資料を収集できたと考える。

　以下において、アンケートの質問項目に応じてまとめと分析を行う。

「１．本学卒業生は、現在も貴園（貴施設）で勤務していますか？」について

　厚生労働省の2020年10月発表の統計によれば、短大卒業生の３年以内離職率は、2017年３月卒業

生で43.0%、大学卒は32.8%である。この短大卒業生の数字は保育士に特定したものではなく、すべ

ての職種における合計であり、本学卒業生の離職率を高いとみるかどうかを客観的に判断すること

は困難である。

「２．本学卒業生は、社会人としてのマナーなどの基本が身に付いていましたか？」について

　ア．基本は身に付いている。　　イ．若干不足している。　　ウ．身に付いていない。

表１　アンケート調査の園・施設への送付数並びに回答数１）

表２　就職先アンケート質問１．の結果１）

※�一つの園・施設に同一年度又は複数年にわたって複数名就職し

ている。

表３　就職先アンケート質問２．の結果１）

※2019年度の回答には未記入が３名分ある。
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　この質問の「その内容をお教えください」の記述において、2016年、2019年ともに「挨拶、言葉

遣い、礼儀」に関係するコメントが圧倒的であり、これらがいかに求められているかが分かる。「挨

拶、言葉遣い、礼儀」に関する「身に付いている」と「若干不足・身に付いていない」の比率は表

３の全体的な比率とほぼ同じであることが分かる。

　その他にも「謙虚な姿勢・素直さ、指示・指導を受けた時の態度、人間関係、協調性、提出期限・

ルールを守る」などが「身に付いている」、「若干不足・身に付いていない」の両観点から挙げられ、

「挨拶、言葉遣い、礼儀」関係のコメントと合わせると、ほぼ全てのコメントを網羅している。園や

施設において求められている社会人としてのマナーが明確に見えてくる。

「３．本学卒業生は、保育者としての必要な知識・技能が身に付いていましたか？」について

　ア．基本は身に付いている。　　イ．若干不足している。　　ウ．身に付いていない。

　この質問の「その内容をお教えください」の記述において、2016年は48、2019年は53のコメント

が寄せられており、両年度ともに「社会人としてのマナー」についての質問に対するコメント数よ

りそれぞれ10と８多く、その指摘内容も多様で多岐にわたっている。これは、園長や施設長の保育

観や教育観はそれぞれに多種多様であり、そこには園長や施設長の想いがより詰まっているように

思える。100人教師がいれば100通りの教育があると言われる所以である。それと同様に、学生の特性

もさまざまであり、必然的にコメント数が増えたものと考えられる。

　2016年も2019年も、身に付いているものとして、「子どもに寄り添う、努力・練習する姿勢、ピア

ノ」などが多く挙げられている。また、身に付いていないものとして、「子どもに寄り添う、ピアノ、

報告・連絡・相談、製作」などが挙げられている。特に「子どもに寄り添う」は「優しさ・丁寧さ」

表４　就職先アンケート質問２．「その内容をお教えください」のコメント内容１）

表５　就職先アンケート質問３．の結果１）

※2016年の回答には未記入が10名分、2019年の回答には未記入が６名分ある。
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といった同様の内容のものも含めて、「身に付いている」、「若干不足・身に付いていない」のいずれ

の観点からも一番多く挙げられている。2016年は11/48（22.9％）、2019年は12/53（22.6%）と園や施設

において保育者として最も求められているものであると言える。

　ただ、保育者として最も必要であると思われる「子どもに寄り添う」ということを身に付けずに

卒業し、保育を行っている卒業生が一定数いることに責任を感じざるを得ない。

「４．本学卒業生について、どのようなことでも結構ですので、お聞かせください」について

　この質問に対しても、2016年は54、2019年は50と多くのコメントが寄せられている。同時に、多

くの要素が一つのコメントに含まれており、どちらかと言うと長いコメントになっているものが多

い。上記３の質問のコメントと同様に園長や施設長の保育観や教育観が色濃く反映されたものとなっ

ていると言える。

　複数寄せられたコメントを以下にジャンル別・項目別に年度ごとのコメント数も含めてまとめる。

　在学中に身に付けて欲しいこと２）

　　・常識、節度、マナー（2016年：12、2019年：７）

　　・コミュニケーション能力（2016年：４、2019年：３）

　　・専門的知識に基づく幅広い視野（2016年：１、2019年：３）

　　・期限・時間を守る（2016年：５、2019年：１）

　就職したら心がけて欲しいこと２）

　　・先輩の言葉やアドバイスを素直に一度受け止める（2016年：４、2019年：６）

　　・抱え込まずに相談する。尋ねる。馴染む（2016年：２、2019年：５）

　こんな気持ちを大切に２）

　　・素直さ・謙虚さ、真面目さ、一生懸命さ（2016年：14、2019年：９）

　　・前向きな姿勢（チャレンジ精神、積極性、学ぼうとする姿）（2016年：６、2019年：５）

　　・子どもと楽しく。子どもが大好き（2016年：５、2019年：１）

　この質問に対するコメントで留意すべきは、卒業した年度の学生の全体的な傾向・特質によって、

指摘事項に偏りが見られることである。年度によって卒業生の特質のみならず、回答していただく

就職先や担当者が異なることにより、コメント内容が変化するのは当然のことであると考える。　

　ここで指摘されたコメントは、保育者としての専門知識や専門技術に関わることも含まれている

が、保育者としてだけではなく、誰でもが人間として、社会人として生きていく上で必要な資質で

あると考えられる。

　特に、「常識、節度、マナー」と「コミュニケーション能力」は、一見別物のように思えるが、表

裏一体のものであると考える。また、「素直さ・謙虚さ、真面目さ、一生懸命さ」も「常識、節度、

マナー」、「コミュニケーション能力」とオーバーラップする部分が多くあり、それぞれが独立して

あるものではないと考える。これらの３つの領域がそろった人間性が求められていると言える。
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卒業生進路状況アンケート

　卒業生の回答率は低く、判断する資料としては少し不十分であることは否定できないが、貴重な

これらの資料から何が見えてくるのかを考えることとする。

　以下において、アンケートの質問項目に応じてまとめと分析を行う。

「Ｑ３　短大生活中に力を入れて取り組んだことで、現在大いに役立っている項目の記号に○印をつ

けて下さい。（複数回答可）」について

　ア．専門知識　　　イ．専門技術　　ウ．一般教養　　エ．キャリア教育　オ．クラブ活動

　カ．ボランティア　キ．マナー　　　ク．言葉遣い　　ケ．コミュニケーション能力　

　コ．文章力　　サ．その他 ･･･それはどんなことでしょうか？［　　　　　　　　　　　　　　］

　合計順に並べると

　　１位　（ア）専門知識、（イ）専門技術

　　３位　（オ）クラブ活動

　　４位　（ケ）コミュニケーション能力

　　５位　（カ）ボランティア

　　６位　（キ）マナー

　　７位　（ク）言葉遣い

　　８位　（サ）その他　※ PC操作、裁縫、保育用具をたくさん作っておいたこと　

　専門知識や専門技術が１位にくることは当然のこととして、３位のクラブ活動は４位のコミュニ

ケーション能力や５位のボランティア、６位のマナー、７位の言葉遣いなどとの関連性が高く、社

会人となって、雇用される立場としての上司との関係、先輩・同僚との関係などを経験する中で、

表６　アンケート調査の卒業生への送付数並びに回答数３）

※�この卒業生進路状況アンケートにおいては園・施設と一般企業等

との区別をしていないので一般企業へ就職した学生のアンケート

結果も含まれている。

表７　卒業生進路状況アンケート質問Ｑ３の結果３）
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人間関係形成能力の必要性を痛感し、そのことに繋がるそれらの項目が上位に来ているものと考え

られる。

「Ｑ４　就職・進学などして、短大でもっと力を入れて取り組んでおけば良かったと思うことについ

て、下記の項目の記号に○印をつけて下さい。（複数回答可）」について

ア．授業　　　 イ．人間形成　　　 ウ．クラブ活動　　エ．ボランティア　　　オ．マナー指導

カ．面接指導　 キ．小論文指導　　 ク．履歴書指導　  ケ．就職への意識づけ　

コ．就職試験対策　サ．その他 ･･･それはどんなことでしょうか？［　　　　　　　　　　　　 ］

　合計順に並べると

　　１位　（オ）マナー指導　

　　２位　（ア）授業

　　３位　（ケ）就職への意識づけ

　　４位　（サ）その他　※ピアノを含めた専門技術や専門知識

　　５位　（イ）人間形成

　　６位　（エ）ボランティア

　　７位　（ウ）クラブ活動

　　８位　（カ）面接指導

　Ｑ４の回答はＱ３の回答と正に表裏一体となっており、授業と専門技術や専門知識を除けば、人

間関係形成能力や、そのために求められる人間形成ということが非常に重要であると卒業生が認識

していることが分かる。特に、表４が示すように、園・施設が「挨拶、言葉遣い、礼儀」などのマ

ナーを一番重視していることと、卒業生が働く中で、人間関係形成能力の中核である「マナー指導」

を「短大でもっと力を入れて取り組んでおけば良かった」と感じていることには相当の相関関係が

あると考えられる。

　就職への意識づけは保育者になるという意識と比例するものであり、特に授業に対する姿勢や専

門技術や専門知識の修得と連動するものであると考えられる。面接指導のテクニカルな部分は別に

して、どのような保育者になりたいかという明確な目標・イメージを持ち、クラブ活動やボランティ

ア活動等を通して人間関係形成能力や人間形成ができていれば、いかようにも対応できると考える。

つまり「人間力」の問題である。

　１位のマナー指導と７位のクラブ活動においては、2016年と2019年の差が気になるが、このデー

表８　卒業生進路状況アンケート質問Ｑ４の結果３）
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タだけで一般化して考えるのは困難である。

「Ｑ５　実際に就職（進学）した経験を踏まえて、就職活動をする上で大切なことについて、短大で

の学修や現場で受けた指導などから後輩たちにアドバイスするとしたら、どのようなことがありま

すか？」について

　先輩は、自分の経験に基づいて、自分の失敗を後輩がすることのないようにという想いで、後輩

のためにさまざまな事を伝えてくれている。どのコメントも先輩の熱い想いがこもっていて非常に

説得力がある。

　保育者として必要なものとして在学中に頑張って身に付けるものとして複数寄せられたコメント

を以下に挙げる。

　　・ピアノ、手遊び、ぺープサートや玩具

　　　�「自信のあるものを一つでも多く作っておくこと」「引き出しを増やす」等のコメントが多かっ

た。その中でも特に、ピアノについては一番多くの指摘があり、「レパートリーを増やしてお

く」などのコメントがあった。現場で一番求められている専門技術であると言える。

　　・授業

　　　�「座学だけではなかなかイメージが湧かないことも多いかと思いますが、現場に出ると、先生

方に教えていただいた言葉の意味が理解できるようになってきました」「役に立たない授業と

思うものでも、現場に出てみて急に必要になることがある」などのように現場に出て初めて

大学での授業の大切さを実感するようである。

　　・言葉遣い、気遣い、マナー、コミュニケーション能力、一般常識

　　　�多くの卒業生が、この５つを、バラバラではあるが、それぞれに挙げていた。この５つは、

連動しており、日頃の授業態度や生活態度、クラブ活動、ボランティア活動等、大学生活全

体を通して意識して身に付けるべきものである。この５つに関連して「素直な心と笑顔」と

いうコメントもあった。これらは、職場における人間関係の形成に必須のものであり、報告・

連絡・相談の基盤となるものである。「人間力」の向上が求められていると言える。

総合考察

　今まで検討してきた就職先アンケートと卒業生進路状況アンケートの結果を以下に総合的にまと

める。

　総合的に求められる人物像

　　・あいさつなどの礼儀・言葉遣い。常識があること

　　・コミュニケーション能力

　　・前向きな姿勢、チャレンジ精神、一生懸命さ

　　・素直さ、謙虚さ、真面目さ、明るい性格
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　　・責任感がある

　　・考えて行動ができる

　　・協調性、ルールを守る、時間や提出期限を守る　

　保育者として求められる資質

　　・子どもに寄り添う、子どもの目線に立つ

　　・ピアノ、歌、製作、手遊びなどの専門的技術

　就職先アンケートと卒業生進路状況アンケートの結果から、保育者として求められる専門知識や

専門技術、「子どもに寄り添う」ことは当たり前の大前提として考えた時に、保育者に求められる資

質とは、人間関係形成能力や人間形成などを含めた総合的な力ということになる。この力は、いか

なる職種で働こうが、社会人として、人間として常に求められているものである。

　この力があってこそ初めて、保育者として必要な「子どもに寄り添う。子どもの目線に立つ」こ

とが本当の意味で可能になると考える。

　この力こそ「人間力」であり、我々保育者養成校に求められているのは、この「人間力」を高め

るための教育活動をいかに行っていくのかということである。
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